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１ 

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

　
市
民
の
学
習
の
場
づ
く
り

　

２ 

子
育
て
・
子
育
ち
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
教
育
施
策
の
概
要

教育委員の活動
　教育委員会の会議は、毎月原則20日前後に開催する
定例会と必要に応じて開催する臨時会があります。
　教育委員は教育長を含めて５人。市の教育方針などの
決定や協議をしています。
　会議は原則公開しています。傍聴を希望する人は、事
前に教育委員会へ日時を確認してください。
　会議での活動のほかにも、学校訪問や広域的な研修会
参加などの活動に取り組み、学校の状況把握や新たな教
育課題の研究に努めています。
　会議の開催予定や審議案件は市ホームページ（http://
www.city.munakata.lg.jp/）→市内にお住まいの方→
教育・文化・スポーツ→教育委員会に掲載しています。

学びの里

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
宗
像
へ

　
教
育
施
策
の
基
本

　「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く

む
と
い
う
基
本
理
念
を
引
き

継
い
だ
新
学
習
指
導
要
領

が
、
小
学
校
は
平
成
23
年
度

か
ら
、
中
学
校
は
平
成
24
年

度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
４
月
か
ら
移
行

措
置
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る

力
の
育
成
」
を
図
る
た
め
に

は
、「
確
か
な
学
力
の
定
着
」

「
豊
か
な
心
の
育
成
」「
健
や

か
な
体
の
育
成
」
を
基
軸
と

し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
、

　
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生

き
る
た
め
に
、
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な

体
の
知
・
徳
・
体
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
育
て
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
た
め
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
推

進
し
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑴
学
校
種
間
の
円
滑
な

　

連
携
・
接
続
の
推
進

　
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
就
学
前
教
育
か

ら
小
学
校
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
の
円
滑
な
接
続
を
図
る

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
民
が
自
ら
進
ん
で
取
り

組
む
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⑴
市
民
図
書
館
運
営
の
充
実

　
図
書
館
電
算
シ
ス
テ
ム
を

更
新
し
、
市
民
へ
の
図
書
情

報
の
提
供
や
貸
出
、
返
却
、

予
約
な
ど
に
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
市
民
活
動
交
流
館
（
メ
イ

ト
ム
宗
像
）
内
「
え
ほ
ん
の

へ
や
」
の
機
能
の
充
実
に
努

め
、
保
育
所
、
幼
稚
園
へ
の

読
書
支
援
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
前
年
度
養
成
し
た

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン

　
乳
幼
児
期
の
教
育
が
、
児

童
期
へ
の
発
達
の
流
れ
を
つ

く
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
健

や
か
に
育
て
る
た
め
、
乳
幼

児
教
育
施
設
や
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
た
総
合

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

⑴
子
育
て
支
援
の
充
実

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
充
実
を
図
り
、
子
育
て

サ
ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
の
支

援
、
人
材
育
成
な
ど
地
域
全

体
で
子
育
て
に
取
り
組
む
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
家

庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、
地

域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
こ
の
た
め
教
育
委
員
会
で

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と

の
連
携
を
図
り
、
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
、
子
育
て
・

子
育
ち
を
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
と
市
民
の
学
習
の
場
づ
く

り
に
取
り
組
み
、「
安
心
し

て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
宗
像
」
の
教
育

を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
中
一
貫
教
育
は
、
市
小

中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
の

「
日
の
里
中
学
校
区
と
大
島

中
学
校
区
の
モ
デ
ル
校
で
の

取
り
組
み
が
児
童
・
生
徒
の

学
力
向
上
や
不
登
校
生
徒
の

減
少
な
ど
一
定
の
研
究
成
果

を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と

の
答
申
に
基
づ
き
、
市
内
の

中
学
校
区
へ
導
入
拡
大
を
推

進
し
ま
す
。

　
市
民
・
保
護
者
・
教
職
員

に
対
し
、
広
く
小
中
一
貫
教

育
の
理
解
を
図
り
、
市
の
小

中
一
貫
教
育
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
８
月
21

日
（
金
）
に
全
国
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。

テ
ィ
ア
」
と
連
携
し
て
、
市

民
と
協
働
の
図
書
館
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

　
赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
地
島
小

で
、
市
民
図
書
館
の
本
の
貸

出
、
返
却
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
、
だ
れ
も
が
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
利

用
で
き
る
「
市
民
に
身
近
な

図
書
館
」
を
目
指
し
ま
す
。

⑵
市
民
活
動
へ
の
支
援

　
市
民
の
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
で
は
、
活
動
の
場
の
確

保
や
新
し
い
事
業
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
な
ど
、
市
長
部
局
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

を
図
る
た
め
、
地
域
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
対
象
に
し
た
研
修
や
講

演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

⑵
幼
児
教
育
の
振
興

　
幼
児
教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
基
づ
く
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
学
校
の
連
携
と
協
力

体
制
を
強
化
し
、
幼
児
の
健

や
か
な
成
長
を
支
え
ま
す
。

⑶
青
少
年
の
健
全
育
成
の

　

推
進

　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

基
本
方
針
で
示
さ
れ
た
提
案

に
基
づ
き
、「
人
づ
く
り
」「
情

報
の
発
信
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
協
働
」
を
柱
に
事
業
を

推
進
し
ま
す
。
青
少
年
セ
ン

　
さ
ら
に
、
保
育
所
・
幼
稚

園
と
小
学
校
の
連
絡
会
を
実

施
し
、
協
力
体
制
を
充
実
す

る
こ
と
で
相
互
理
解
を
図
り

ま
す
。

⑵
確
か
な
学
力
を
は
ぐ
く
む

　

学
習
指
導
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学

力
を
は
ぐ
く
む
た
め
、「
め

あ
て
」
と
「
ま
と
め
」・「
交

流
」
の
あ
る
授
業
へ
の
改
善

を
図
り
、
そ
の
成
果
は
「
学

習
意
識
調
査
」
や
「
統
一
学

力
テ
ス
ト
」
の
実
施
な
ど
で

客
観
的
に
評
価
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
課
題
に
応
え
る
よ
う
学
力

向
上
支
援
教
員
の
配
置
や
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

の
推
進
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
が
４
月

か
ら
一
部
先
行
実
施
さ
れ
る

た
め
、
教
員
を
対
象
に
各
種

研
修
会
を
開
催
し
、
教
員
の

資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑶
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む

　

教
育
活
動
の
充
実

　
他
人
を
思
い
や
る
こ
と
の

で
き
る
豊
か
な
心
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た

め
に
、
道
徳
や
特
別
活
動
を

充
実
し
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
推
進
の
た

め
、
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、

中
学
校
通
級
指
導
教
室
に
よ

る
保
・
幼
・
小
・
中
の
一
貫

し
た
支
援
体
制
の
連
携
と
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
個
別

の
教
育
支
援
計
画
に
基
づ
く

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
読
書
活
動
の
推
進
で
は
、

児
童
・
生
徒
が
発
達
段
階
や

個
性
に
応
じ
て
、
自
主
的
に

読
書
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

読
書
環
境
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

　
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、

公
共
図
書
館
、
学

校
図
書
館
の
資

料
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
活

用
し
た
「
調
べ
学

習
」
を
と
お
し

て
、「
自
ら
考
え

て
課
題
を
解
決
す

る
力
」
を
育
成
す

る
た
め
の
「
図
書

館
を
使
っ
た
調
べ

る
学
習
賞
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
実
施

し
ま
す
。

⑷
健
や
か
な
体
を
は
ぐ
く
む

　

教
育
活
動
の
充
実

　
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
体
力
低
下
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
発
達
段
階

に
応
じ
た
運
動
の
機
会
の
充

実
を
図
り
ま
す
。「
新
体
力

テ
ス
ト
」
を
全
小
・
中
学
校

で
実
施
し
客
観
的
に
評
価
し

て
い
き
ま
す
。

　「
朝
食
は
食
べ
る
が
食
べ

方
に
問
題
が
あ
る
」
な
ど
食

生
活
の
乱
れ
が
見
ら
れ
る
な

か
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し

た
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

⑸
学
校
関
連
施
設
の
環
境

　

整
備

　
学
校
施
設
整
備
で
は
、
前

年
度
見
直
し
た
小
・
中
学
校

整
備
計
画
に
基
づ
い
て
、
耐

震
化
も
含
め
た
施
設
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
日
の
里
中
改
築
事
業
は
引

き
続
き
改
築
工
事
を
し
、
建

物
の
完
成
を
目
指
す
と
と
も

に
屋
外
環
境
整
備
の
設
計
に

取
り
組
み
ま
す
。
玄
海
小
の

建
て
替
え
は
、
基
本
構
想
づ

く
り
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑

な
実
施
に
向
け
、
教
材
な
ど

備
品
整
備
計
画
を
作
成
し
ま

す
。

　
給
食
施
設
は
、
中
学
校
の

給
食
単
独
校
化
を
進
め
る
た

め
、
日
の
里
中
と
玄
海
中
の

施
設
を
整
備
し
ま
す
。
こ
の

整
備
で
全
小
・
中
学
校
が
給

食
単
独
校
化
と
な
る
た
め
、

学
校
給
食
共
同
調
理
場
を
廃

止
し
ま
す
。

日
の
里
西
小
で
の
授
業
の
様
子

タ
ー
に
新
た
に
会
議
室
と
多

目
的
ホ
ー
ル
を
設
置
し
、
青

少
年
活
動
団
体
に
開
放
す
る

と
と
も
に
、
中
・
高
校
生
を

含
む
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
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平成21年度の主な事業
　平成21年度の市の一般会計予算額は291億2432万円で、こ
のうち教育費は44億5000万円です。教育委員会は事業計画に
基づき、次のような事業に取り組んでいます。

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）５０９９

１　信頼される学校づくり（小・中学校での事業）
新規
継続
拡大

主要事業名 事業の目的と具体的内容

新規 小中一貫教育
全国サミット

8月21日の「小中一貫教育全国サミットin宗像」の
開催市として、運営にあたる。

継続

中学生
職場体験事業

「ワクワク
　ＷＯＲＫ」

生徒が仕事と地域社会への理解を深めるとともに、
地域社会の教育力向上を図るため、市内の中学２年
生を対象に職場体験事業を５日間実施。

継続

小学校
宿泊体験
事業

宿泊体験活動を通じ
て、異学年での共同生
活や学習活動に取り
組み、地域住民、保護
者や学生と関わる力
や集団マナー、基本的
な生活習慣の育成を
図る。

継続
 ＡＬＴ配置事業

（外国語活動支援
　事業）

小・中学校に、７人のＡＬＴを配置し、小学校では英
語への意欲･関心を高め英語に慣れ親しむことに
よって、英語活動・国際交流活動を推進。中学校で
は、英語活用能力・国際理解意識の向上を図る。

継続 調べる学習賞
コンクール

学校図書館の資料やインターネットなどさまざま
な情報を活用した「調べ学習」を通じて「自ら考え、
課題を解決する力」を養うことを目的に、市内小・中
学生を対象に同コンクールを実施。

継続
学校給食における
学校・家庭・地域
連携事業

生産者との交流や、保護者への授業公開など、各学
校の特色を生かした取り組みを実施。

継続 中学校給食施設
建設事業

より良い給食の提供と身近なところでの調理業務
を実感させ、食教育の充実を図る。平成21年度は日
の里中・玄海中学校の給食施設を建設。

継続 ニュージーランド
交流事業（＊）

国際的視野を持った次世代層の育成を目的に中学
生を募集。使節団としてニュージーランドに派遣。
ニュージーランドの中学生も受け入れ、ホームステ
イなどを実施。

継続 特別支援教育
推進事業

特別支援コーディネーター養成研修を実施。専門家
チームを構成し巡回相談を実施。特別支援学級等補
助員を配置。

継続 学力向上支援
教員配置事業

｢確かな学力｣ を育成するため、指導方法の工夫改善
に取り組む小・中学校に非常勤講師を配置し、きめ
細やかな指導と個に応じた指導の充実を図る。

＊ニュージーランド交流事業は新型インフルエンザが発生したため、平成21年度に限り中止します

２　子育て・子育ちを支えるまちづくり
　　（乳幼児期から青少年期まで支援）
新規
継続
拡大

主要事業名 事業の目的と具体的内容

継続

ブック
スタート
事業

４カ月児健診の際に、
読み聞かせによる親
子のふれあいの大切
さを伝えながら絵本
とおすすめの絵本リ
ストなどを手渡し、子
育てを支援する。

継続
市民図書館

「えほんのへや」
運営

市民活動交流館内「えほんのへや」で、主に就学前の
子どもと保護者を対象に関係部局や読書推進団体
などと連携して、子どもの読書活動を推進する。

継続 学童保育所運営
事業

就労などで放課後に保護者が家庭にいない児童を
対象に、放課後と学校休業日に家庭に代わる生活の
場を確保し、適切な遊びや生活指導を実施するた
め、市内13小学校に17学童クラブを設置する。平成
18年度から学童保育所連合会を指定管理者に指定
し運営を行う。

新規 学童保育所施設
整備事業

平成22年度の法改正により、70人学級を実施する
ため、専用棟の建設と学校余裕教室の改修を実施。

継続 家庭教育学級

家庭教育の重要性を保護者などが自覚するととも
に、家庭・地域の教育力を高め、青少年の健全育成を
図るため、親子関係・しつけ・地域と子ども・子ども
とメディアなどをテーマに、小・中学校ＰＴＡ、幼稚
園保護者会、コミュニティ運営協議会主催の「研修
会」の開設を推進する。

継続 子どもの
居場所づくり

学校・家庭・地域と連携し、子どもたちを健全に育成
するため、地域での子どもの体験活動を支援。地域
で活動する人材の発掘・育成や、中・高校生のボラン
ティアの育成を行う。

継続 青少年センター
事業

学校・家庭・地域と連携し、青少年育成団体の活動拠点と
して事業を展開する。併設された発達支援センターと相
談業務で連携を図る。

継続 子どもまつり
子どもの育成を学校・家庭・地域、社会全体で担う意
識の高揚を図るため、０歳～19歳までを対象に、異
年齢が交流できる子どもまつりを開催する。

継続 子育てサロン
支援事業

親子が共に遊んだり交流したり、子育ての情報交換
などを実施することで、育児不安の解消や親の育児
力を向上させるため、子育て支援ボランティアが実
施する乳幼児のいる親子を対象にした「子育てサロ
ン」の開設・運営を支援し、「地域全体での子育て」を
図る。

拡大

子育て
支援センター
運営

子育て中の親同士の交流の場、
体験・学習の場、子育て情報の
収集・発信の場、相談の場を提
供し、子育て中の親の育児力を
高め、子育て支援ボランティア
との連携などにより、各地区コ
ミュニティ・センターなど、地域
における子育て支援の拠点と
して充実を図る。子育てネット
ワークに運営の一部を委託し、
市民協働参画による運営を行っ
ている。平成21年３月に開設し
た発達支援センターと連携を深
め、発達相談体制の強化を図る。

継続 幼児教育振興
事業

市における幼児教育の基本的な指針を示した幼児
教育振興プログラムに基づき、幼児教育を効果的に
推進する。保育所・幼稚園の連携、保育所・幼稚園と
小学校との連携・接続の強化などを図る。

３　市民の学習の場づくり（生涯学習の場を提供）
新規
継続
拡大

主要事業名 事業の目的と具体的内容

継続 郷土史講座
一般と子ども向けそれぞれに郷土史講座を開き、宗
像の歴史と文化を学ぶことで地域に関心を持ち理
解を深める機会にする。

継続
図書館
ボランティア
おはなし会

ボランティアによるおはなし会を実施し、市民に活
動の場を提供する。必要に応じ研修の機会、活動の
場、情報を提供し、将来的にボランティアが中心に
なって企画・開催できるようにする。また、ボラン
ティアと図書館、ボランティア同士の交流を図り、
ボランティアが活動しやすい環境を整備する。

拡大

図書館、
コミュニティ・
センター連携
事業

市民が、身近な施設で本の貸出・返却などの図書館
サービスを受けられるよう、コミセンと連携して、
図書の物流を行い、コミセンで予約図書の貸出（受
取）・返却や市民図書館で貸し出された本の返却な
どの受付業務を行う。

新規 地島への読書
支援

地島地区の住民を対象に、地島小学校へ図書の物流
を行い、地島小学校で市民図書館の本が利用できる
ようにする。

拡大 市民活動交流館
事業

市民活動、ＮＰＯ・ボランティア活動を育成、支援の
ための活動拠点として、さまざまな市民団体などの
交流を促して連携した事業に取り組み、さらに市民
活動に関する情報の提供や人材育成のための事業
を実施する。

継続 市民文化活動
振興事業

文化事業推進のため、芸術祭、吹奏楽祭、文化祭、子
ども芸術祭に関する事業支援。　　　

継続 市民スポ－ツ
推進事業

体育協会をはじめとしたスポーツ関係団体への支
援、体育指導委員など各種スポーツ指導者の育成。
地区コミュニティを単位クラブとする、市独自のそ
れぞれコミュニティの特性がある市民参加・主導型
のスポーツクラブ（コミュニティ）づくりの推進。

継続 文化財調査事業

文化財指定案件についての基礎調査を実施。
開発における文化財の事前審査や埋蔵文化財発掘
調査を実施する。調査によって収集された文化遺産
を整理・収蔵・保存する。
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父
・
母
子
世
帯
な
ど
へ
の
支
援

　
父
・
母
子
世
帯
や
兄
弟
で

の
利
用
世
帯
に
対
し
て
、
保

育
料
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

機
能
・
役
割

▽
子
ど
も
の
健
康
管
理
、
安

全
確
保
、
情
緒
の
安
定

▽
遊
び
活
動
へ
の
意
欲
と
態

度
の
形
成

▽
遊
び
を
通
し
て
の
自
主

性
、
社
会
性
、
創
造
性
を

培
う

▽
子
ど
も
の
遊
び
の
活
動
状

況
の
把
握
と
家
庭
へ
の
連

絡
▽
家
庭
や
地
域
で
の
遊
び
の

環
境
づ
く
り
へ
の
支
援

▽
そ
の
ほ
か
放
課
後
や
土
曜

日
等
に
お
け
る
子
ど
も
の

健
全
育
成
上
必
要
な
活
動

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
課

☎
（
36
）
１
２
１
４

学びの里

学
校
で
の
食
育
事
業
と
研
修

真
新
し
い
体
育
館
で
卒
業
式
と
入
学
式

日
の
里
中
学
校

ふ
る
さ
と
寄
附
金
で

遊
具
を
設
置 

自
由
ヶ
丘
南
小

学
童
保
育
事
業

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
で
の
食
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域
連

携
食
育
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
校
で
の
食
育
を
中
心
と
な
っ
て
推
進
す
る
栄
養

教
諭
や
学
校
栄
養
職
員
ら
の
資
質
向
上
の
た
め
、「
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
等
研
修
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
全
小
学
校
（
大
島
小
・
地
島

小
を
除
く
）
に
学
童
保
育
を
設
け
て
い
ま
す
。
学
童
保
育
で

は
、
仕
事
な
ど
で
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
を

対
象
に
、
授
業
が
終
了
し
た
放
課
後
や
土
曜
日
・
夏
休
み
な

ど
の
学
校
休
業
日
に
生
活
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
遊
び
」
や
「
生
活
指
導
」
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
を
健

全
に
育
成
し
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
と
の
両
立
支
援
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域

連
携
食
育
事
業
　
　

　
平
成
19
年
度
か
ら
の
取
り

組
み
で
、
今
年
度
は
３
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く

り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

寄
付
さ
れ
た
「
市
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
を
活
用
し
て
、
自

由
ヶ
丘
南
小
に
遊
具
類
が
設

市
の
学
童
保
育
の

特
徴
　
　
　
　
　

特
別
支
援
学
級
に
在
学
し
て

い
る
児
童
も
受
け
入
れ

　
利
用
対
象
児
童
は
原
則
小

学
３
年
生
ま
で
で
す
が
、
実

質
的
に
は
６
年
生
ま
で
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
立
小
学
校
の
特

　
平
成
20
年
度
は
市
内
７
校

で
、
各
学
校
の
地
域
性
や
特

色
を
生
か
し
た
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
日
の
里
東
小
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
や
生
活
科

な
ど
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
設
置
さ
れ
た
遊
具
類
は
、

高
さ
４
メ
ー
ト
ル
の
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
タ
ワ
ー
と
屋
外
用
の

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
で
す
。

　
休
み
時
間
に
は
、
笑

顔
の
児
童
が
昇
り
棒
や

ロ
ー
プ
は
し
ご
を
昇
り

降
り
し
、
元
気
に
遊
ん

で
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
教
育
課

☎
（
36
）
１
３
２
２

　
日
の
里
中
は
、
平
成
20
年

７
月
か
ら
学
校
施
設
の
全
面

改
築
工
事
を
進
め
、
３
月
２

日
に
一
部
体
育
館
棟
が
完
成

し
ま
し
た
。
３
月
13
日
に
は

卒
業
式
、
４
月
９
日
に
は
、

新
し
い
体
育
館
で
入
学
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
体
育
館
棟
は
、

地
上
２
階
建
、
地
下
１
階
建

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
、
外
壁
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
ち
放
し
を
採
用
。
地
下
部

別
支
援
学
級
に
在
学
し
て
い

る
児
童
の
受
け
入
れ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
よ
り
こ
ま
や
か
な
対
応
を

実
施
す
る
た
め
、
３
人
以
上

の
障
が
い
児
が
利
用
し
て
い

る
学
童
保
育
所
に
は
、
国
の

基
準
を
上
回
る
委
託
料
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

待
機
児
童
は
ゼ
ロ

　
施
設
の
利
用
定
数
を
定
め

の
協
力
を
得
て
農
作
物
を
栽

培
、
収
穫
後
は
親
子
料
理
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
福
岡
教
育
大

学
の
家
庭
科
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
授
業
に
活
用
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
図

り
ま
し
た
。

　
河
東
小
、
南
郷
小
、
大
島

小
中
学
校
で
は
、
栄
養
教
諭

ら
を
活
用
し
、児
童
・
生
徒
、

保
護
者
、
地
域
へ
の
啓
発
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。

　
玄
海
小
で
は
、「
生
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
で
元
気
野
菜
づ

く
り
」
に
取
り
組
み
、
給
食

で
出
た
残
菜
を
土
に
入
れ
て

堆
肥
化
し
、
そ
の
土

で
野
菜
を
作
り
ま
し

た
。
福
岡
教
育
大
学

と
市
資
源
廃
棄
物
課

の
協
力
を
得
て
取
り

組
み
、
平
成
20
年
度

に
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
日
の
里
西
小
、
赤

間
西
小
学
校
で
も
、

保
護
者
や
地
域
の
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
学
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
こ
の

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

栄
養
教
諭
・

学
校
栄
養
職
員
ら
の
研
修
会

　
学
校
で
の
食
育
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
学
校
長
の
指

導
の
も
と
に
、
関
係
教
職
員

が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

栄
養
教
諭
ら
が
中
心
と
な
っ

て
組
織
的
な
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
栄
養
教
諭
ら
の
資
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
教

育
委
員
会
主
催
で
研
修
会
を

開
き
、
各
学
校
で
の
食
育
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
給
食
課

☎
（
32
）
４
１
１
１

玄海小学校での野菜づくり

新
し
く
設
置
さ
れ
た
遊
具

新
し
い
体
育
館
で
の
入
学
式

昨年開催した研修会

て
い
な
い
た
め
、
利
用
希
望

者
は
全
員
受
け
入
れ
し
、
待

機
児
童
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。

開
所
日
・
開
所
時
間
が
長
い

　
地
域
の
実
情
や
保
護
者
の

就
労
状
況
を
考
慮
し
て
、
月

～
金
曜
日
ま
で
は
、
放
課
後

か
ら
午
後
６
時
30
分
、
土
曜

日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
、
春
・
夏
・
冬

休
み
な
ど
長
期
休
業
日
は
午

前
８
時
か
ら
午
後
６
時
30
分

ま
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

分
に
は
柔
剣
道
場
を
配
置

し
、
地
上
屋
内
運
動
場
は
一

般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２

面
、
公
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
１
面
（
練
習
用
２

面
）を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
日
の
里
中
改
築
で
は
、
次

の
３
点
を
目
指
し
て
施
設
整

備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
使
い
や
す
く
ゆ
と
り
の
あ

る
学
校
づ
く
り

▽
明
る
く
安
全
な
学
校
づ
く

り

▽
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る

自
然
を
生
か
し
た
学
校
づ

く
り

今
後
の
日
の
里
中

改
築
工
事
予
定

▽
平
成
21
年
５
月
完
成

普
通
教
室
棟
・
多
目
的
棟

▽
平
成
21
年
度
着
手
工
事

管
理
棟
、
特
別
教
室
棟
、

給
食
施
設

▽
平
成
22
年
度
着
手
工
事

屋
外
整
備

■
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
教
育
課

☎
（
36
）
１
３
２
２

学
童
保
育
所
の
様
子

絵本との
出合いを
手助け
えほんのへや

　「
絵
本
の
楽
し
さ
を
乳
幼

児
と
大
人
に
伝
え
た
い
」と
、

昨
年
市
民
活
動
交
流
館
（
メ

イ
ト
ム
宗
像
）
内
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
え
ほ
ん
の
へ
や
」。

こ
の
一
年
間
で
４
万
６
３
１

人
が
来
館
、
貸
し
出
し
た
本

が
３
万
２
９
３
３
冊
あ
り
ま

し
た
。

　「
０
歳
の
子
ど
も
に
ど
ん

な
絵
本
を
読
め
ば
い
い
で
す

か
」
な
ど
の
相
談
も
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
子

ど
も
と
絵
本
の
出
合
い
は
、

ま
ず
周
り
の
大
人
が
読
ん
で

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
読
書
相
談
員
の
吉
田
小
夜

子
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
図
書
館
は
今
年
度
も

引
き
つ
づ
き
、
お
は
な
し
会

や
絵
本
講
座
な
ど
を
実
施

し
、
乳
幼
児
の
読
書
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
図
書
館

☎
（
37
）
１
３
２
１

人
気
の
読
み
聞
か
せ
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教
育
人
件
費

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、「
安

心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
宗
像
」
を

目
標
に
掲
げ
、「
確
か
な
学

力
の
定
着
」「
豊
か
な
心
の

育
成
」「
健
や
か
な
体
の
育

成
」
を
基
軸
に
、
教
育
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の

教
育
活
動
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
推
進
す
る
た
め
、
市
独
自

で
約
２
億
円
の
予
算
を
充
て

て
小
・
中
学
校
に
あ
ら
ゆ
る

職
種
の
人
材
を
配
置
し
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、
小
・
中
学
校
の

事業名 業務概要 雇用人数 当初予算
（平成20年度）

同規模市状況

学力向上支援教員
配置事業
(非常勤講師)

各学校の教育指導計画をも
とに、確かな学力の育成に
向けた学習指導や特別に支
援を要する児童生徒への学
習を指導

期限付（非常勤任用）
職員（24人） 52,825千円

Ａ市：配置なし
Ｂ市：臨時的任用職員
　　　（少人数指導推進員）
　　　６人
Ｃ市：配置なし

ＡＬＴ配置事業
（外国語指導助手）

児童生徒の国際理解の推進
などを図り、国際化の時代
に対応できる人材の育成を
めざすために、市内全小中
学校にALT７人、日本人コー
ディネーター１人を配置

委託（８人） 30,062千円

Ａ市：委託２人、
　　　常勤嘱託職員１人
Ｂ市：常勤嘱託職員４人
Ｃ市：委託６人

学校図書司書
配置事業

児童生徒の読書活動・調べ
学習を支援する学校図書司
書を配置

期限付（非常勤任用）
職員（20人）
期限付（日々任用）
職員（１人）

41,912千円
Ａ市：非常勤嘱託職員18人
Ｂ市：臨時的任用職員１人
Ｃ市：臨時的任用職員15人

学校給食栄養士
配置事業

市内の学校給食施設の学校
給食の衛生や調理の管理業
務

期限付（非常勤任用）
職員（７人） 15,289千円

Ａ市：常勤嘱託職員５人
Ｂ市：配置なし
Ｃ市：常勤嘱託職員３人

心の教室相談員
配置事業

生徒が気軽に悩みなどを話
すことができるように各中
学校に相談員を配置

期限付（日々任用）
職員（６人） 2,778千円

Ａ市：配置なし
Ｂ市：非常勤嘱託職員５人
Ｃ市：配置なし

特別支援学級等
支援員配置事業

障がいのある児童生徒に、
学校における日常生活動作
の介助や、発達障がいのあ
る児童生徒に学習活動など
を支援

期限付（日々任用）
職員（23人） 17,250千円

Ａ市：臨時的任用職員17人
Ｂ市：臨時的任用職員16人
Ｃ市：臨時的任用職員15人

学生ボランティア・
ゲストティチャー
支援事業

学校の学習を支援するため、
学生や地域の人が学校の授
業を補助

延べ約4,000人 4,781千円 未調査

学校事務補助員
配置事業

市内小・中学校で学校事務
補佐業務に従事

期限付（日々任用）
職員（37人） 19,305千円

Ａ市：臨時的任用職員12人
Ｂ市：臨時的任用職員１人、
　　　常勤嘱託職員14人
Ｃ市：臨時的任用職員15人

学校管理員
（用務員）配置事業

学校と教育委員会の連絡（使
送便）や校内の環境整備な
ど

期限付（日々任用）
職員（２人）
委託（34人）

21,480千円
Ａ市：常勤嘱託職員14人
Ｂ市：非常勤嘱託職員11人
Ｃ市：委託13人

教
員
の
定
数
は
、
標
準
学

級
（
１
学
級
40
人
以
下
）
に

よ
っ
て
県
費
負
担
の
教
員
数

が
決
ま
り
ま
す
。
よ
り
円
滑

な
教
育
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
市
教
育
委
員
会
で
雇
用

し
た
非
常
勤
講
師
（
学
力
支

援
教
員
）
を
配
置
し
て
、
各

小
・
中
学
校
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
表
中
の
金
額
と
人
数
は
平

成
20
年
度
当
初
予
算
の
数
字

で
す
。
同
規
模
他
市
と
比
べ

問
題
が
解
け
る

喜
び
を　
　
　

学
力
向
上
支
援
教
員
配
置
事
業

　
（
日
の
里
東
小
・
学
力
支

援
教
員
・
中
西
陽
子
）

　
子
ど
も
た
ち
に
「
確
か
な

学
力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

た
め
に
、
複
数
教
員
に
よ
る

指
導
や
少
人
数
指
導
、
個
別

指
導
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
工
夫
し
た
教
具
を
使

い
、
き
め
細
や
か
な
指
導
や

助
言
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
取

り
組
み
ま
す
。
問
題
が
解
け

た
と
き
は
笑
顔
が
光
り
ま

す
。
で
き
る
喜
び
を
た
く
さ

ん
味
わ
う
こ
と
で
、
学
習
意

欲
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

英
語
活
動　
　
　

Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
事
業

　
（
地
島
小
・
英
語
活
動
担

当
教
員
・
薄
美
智
子
）

　
全
校
生
徒
９
人
の
地
島
小

学
校
。
朝
、
船
を
降
り
て
学

校
に
向
か
う
と
き
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
ニ
ー
ル
先
生
の
ま
わ
り
に

は
、
自
然
に
子
ど
も
た
ち
が

て
も
、
市
の
独
自
予
算
に
よ

る
支
援
を
強
化
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
栄
養
士
の
全
校

配
置
は
、
県
内
で
も
市
の
み

が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
示
す
も
の
以
外
に

も
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
通
級
指
導
教
室
指
導

員
、
特
別
支
援
学
級
等
支
援

員
な
ど
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　
市
教
育
委
員
会
に
在
籍
す

る
先
生
を
指
導
主
事
と
言
い

ま
す
。
指
導
主
事
は
、
市
内

の
小
・
中
学
校
の
先
生
を
指

導
・
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
手
助
け
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
４
人
の
指
導
主

事
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

市
内
小
・
中
学
校
の
教
職
員

か
ら
だ
け
で
な
く
、
し
つ
け

や
進
路
な
ど
保
護
者
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課

☎
（
36
）
５
０
９
９

▽
後
藤
正
弘
主
幹

　
指
導
主
事

　
よ
り
よ
い
授
業
づ

く
り
を
目
指
し
て
教

職
員
の
研
修
会
の
開

催
や
、
小
中
一
貫
教

育
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
子
ど
も
た

ち
が
、「
今
日
の
授

業
は
よ
く
分
か
っ

た
。
明
日
の
勉
強
も
楽
し
み

だ
」「
友
達
っ
て
本
当
に
い

い
な
」
と
い
っ
そ
う
実
感
で

き
る
よ
う
に
学
校
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
学
校
は
、
家
庭
や
地
域
か

ら
応
援
を
も
ら
う
と
元
気
が

で
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

学
校
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▽
猿
樂
隆
司
指
導
主
事

　
児
童
・
生
徒
の
外
国
語
活

動
や
学
力
・
体
力
向
上
の
た

め
に
教
職
員
の
研
修
会
の
企

画
・
運
営
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
４
月
に
市
役
所

３
階
に
開
設
し
た
「
市
教
育

セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
も
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
教

育
委
員
会
か
ら
研
究
員
と
し

て
任
命
を
受
け
た
教
員
が
取

り
組
ん
で
い
る
調
査
研
究
を

指
導
、
支
援
し
た
り
、
教
育

図
書
や
県
内
の
教
育
セ
ン

集
ま
り
、会
話
が
弾
み
ま
す
。

日
常
会
話
は
ほ
と
ん
ど
英
語

で
話
す
先
生
に
話
し
か
け
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

は
、
先
生
の
存
在
を
身
近
に

感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
２
学

期
か
ら
は
、
全
校
英
語
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

英
語
活
動
の
日
は
い
つ
も
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課

☎
（
36
）
５
０
９
９

い
ろ
い
ろ
な
本
を

読
む
き
っ
か
け
に

学
校
図
書
司
書
配
置
事
業

　（
自
由
ヶ
丘
小
６
年
・
安

髙
亮
）

　「
こ
の
１
年
間
で
得
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
」

　
ぼ
く
が
、
１
年
間
で
得

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
は

３
つ
で
す
。
そ
れ
は
、「
努

力
」
と
「
け
じ
め
」
と
「
本

の
大
切
さ
」
で
す
。
な
か
で

も
「
本
」。
ぼ
く
に
と
っ
て

本
は
魔
法
の
扉
み
た
い
な
も

の
で
、
読
め
ば
読
む
ほ
ど
楽

し
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。
図

書
司
書
の
先
生
の
本
の
紹
介

も
、
ぼ
く
の
魔
法
の
扉
を
開

き
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
む

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
司
書
の
先
生
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
図
書
課☎

（
34
）
２
２
６
４

タ
ー
だ
よ
り
、
市
内
外
の

小
・
中
学
校
の
研
究
紀
要
、

国
や
県
の
教
育
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
収
集
し
、
教
職
員

が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
場
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
江
﨑
美
那
子
指
導
主
事

　
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る

力
」
を
は
ぐ
く
む
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
校
務
運
営
に
関
す

る
研
修
会
や
特
別
支
援
教

育
、
情
報
教
育
、
図
書
館
教

育
な
ど
の
研
修
会
で
は
、
専

門
職
に
よ
る
講
義
や
実
践
発

表
、
演
習
な
ど
を
通
し
て
、

教
師
の
専
門
性
や
資
質
、
実

践
的
指
導
力
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
宿
泊
体
験
や
中

学
生
職
場
体
験
事
業
で
は
、

体
験
活
動
の
充
実
を
図
り
、

心
に
残
る
体
験
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

▽
阿
部
龍
彦
指
導
主
事

　
市
で
は
、「
小
中
一
貫
教

育
」を
教
育
施
策
の
柱
と
し
、

段
階
的
に
市
内
全
小
・
中
学

校
に
拡
大
し
て
い
く
予
定
で

す
。
指
導
主
事
は
各
学
校
で

の
授
業
や
会
議
に
参
加
し
、

次
の
よ
う
な
支
援
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

①
小
・
中
学
校
が
組
織
的
に

連
携
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り

②
小
・
中
９
カ
年
の
連
続
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り

③
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
し
た
授
業
づ
く
り

　
今
年
度
は
、
８
月
21
日

（
金
）
に
「
小
中
一
貫
教
育

全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
宗
像
」
を

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
開
催
し

ま
す
。
市
の
す
べ
て
の
先
生

も
参
加
し
、
全
国
の
小
中
一

貫
教
育
の
取
り
組
み
を
共
に

学
ん
で
い
き
ま
す
。

教職員を対象にした研修会

楽しみながら英語を学びます

学
校
の
先
生
が

指
導
主
事
と
し
て
活
動
中

市
の
教
育
支
援

　
　
　
　
人
員
を
配
置


